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決定された「日本再生の基本戦略～危機の克服と

フロンティアへの挑戦～」では，震災からの復興

を第一に新成長戦略の実行加速と強化・再設

計のための柱として観光政策が重視されており１，

観光需要拡大と雇用創出のための地域の取り組み

支援，ニューツーリズムの振興が掲げられ2，さ

らなる取り組みが推し進められている．

多摩市においても観光振興を目指した取り組み

が進められている．市内には桜・紅葉などの見ど

ころスポット，歴史的な史跡，文化財，体験学習

施設，レジャー施設が散在しており，これらの一

Ｉはじめに

観光（ツーリズム）への関心が高まって久し

い．わが国の観光行政は，観光立国推進基本法の

施行（2007年）および観光庁の設置（2008年）以

降に本格化し，これまでにも様々な施策が実行さ

れ，着実に成果が蓄積されている．2011年３月に

は東日本大震災に見舞われたが，同年12月に閣議
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ｌこの基本戦略では，他にも東北観光博実行委員

会の設置や東北応援ツアーの実施，訪日外国人
旅行者の増大に向けた取組と受入環境水準の向
上やLCCの参入促進など，観光分野での一層の
振興力報われている．
2ニューツーリズムとは,従来型の観光(マスツー
リズム）を脱し，観光の多様化が進んだ形態の
ことを指す．これまで観光資源としては気付か
れていなかったような地域固有の資源を新たに

活用し，体験型・交流型の要素を取り入れた旅
行を指す．本稿で言及するコンテンツツーリズ
ムも，多様化した観光の一形態に含まれると解
される．

－８８－
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層の市内外への周知と集客が図られている．

近年は「コンテンツツーリズム3」についての

関心が高まりつつある．コンテンツツーリズムと

は，映画やドラマ，アニメーション等の作品（コ

ンテンツ）の舞台となった場所を訪問する観光

(ツーリズム）を指し，多摩市への観光客誘致を

図る上で，大いに留意するべきキーワードである

と考える．なぜなら，多摩市はこれまでに多数の

映画やドラマのロケ地になったり，アニメーショ

ン，ゲーム等のコンテンツ作品のモデル地として

設定されたりしており４，コンテンツツーリズム

の資源に恵まれているからである．

特に,スタジオジブリのアニメーション映画｢耳

をすませば5」は有名で，多摩市は同作品のモデ

ルになった街として全国に広く知られている．こ

れにより，多摩市は新たなコンテンツツーリズム

資源を獲得する格好になっている．

1995年に公開された同作品は,翌1996年から｢金

曜ロードショー」（日本テレビ系）で合計9回もの

３「コンテンツツーリズム」とは，「地域に「コン

テンツを通じて醸成された地域固有の雰囲気・

イメージ」としての『物語性」『テーマ性」を
付加し，その物語性を観光資源として活用する
こと」とする定義が広く用いられており，２００５

年頃から注目され始めたキーワードである．増

淵（2010,ｐ25）によると，コンテンツツーリ
ズムはマスツーリズムにはなりにくいものの，
個人の動機において旅行行動が行われるという

点で消費者の指向性が多様化した現代を象徴し
たツーリズムとして捉えられる．

４「全国ロケ地ガイド」によると，多摩市のロケ
地情報として主要なものだけでも100件を越え
る映画やドラマ，アニメーション等の作品群が
リストアップされている．

５「耳をすませば」は，1995年に公開されたスタジ
オジブリの劇場用長編アニメーション映画（近

藤喜文監督）で，『りぼん』（集英社）で連載さ
れた同名の少女コミックが原作（作者：柊あお
い氏，1989年）である．原作コミックでは具体
的なモデル地は明示されていないが，映画化さ

れた時に聖蹟桜ヶ丘から多摩ニュータウン周辺
が舞台として設定され，その風溌が参考とされ
た．
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放送回数を数えている最新の放送（2013年７月５

日）での視聴率は133％を記録しており，根強い

人気を保っている6．モデル地とされる多摩市に

は，おおよそ年間１万人以上のファンが全国から

持続的に訪れていると推定され７，地元において

もファンをもてなすための幾つかの取り組みが行

われている8.

2015年は映画「耳をすませば」の公開から20周

年となる．多摩市は，この機会に市内で同作品の

上映会を行うことを企画し，７月19日にパルテノ

ン多摩での開催を実現させた．上映会には，多摩

市内はもちろん,全国からも多くの観覧者が訪れ，

観光振興の具体的取り組み事例の積み増しが出来

たものと考える．

本稿では，映画「耳をすませば」上映会の開催

を事例として取り上げ，企画の背景および実施の

概要について説明し，その実践的な取り組みが多

摩市の観光政策の中でどのような意義を持ちうる

のかについての位置づけを行う．そして，来場者

アンケートの内容の分析を通して，上映会の開催

によって得られた効果についての検証を行い，今

後の地域・観光振興にどのようにつなげていくこ

とが出来るのかについて課題をまとめる．

Ⅱ企画の背景

多摩市では，2008年に市民経済部に経済観光課

が設置され，多摩市への観光を推進するための取

り組みが進められてきた．「多摩市観光マップ9」

62013年７月10日付読売新聞記事より．なお，これ

まで最も高かった視聴率は2002年７月19日の放
送回で，20.9％を記録している．
７「耳をすませば」ファンを対象として実施した
アンケートの実施状況より，ファンの年間の訪

問者数は1万530人と見積もられている．算出の

根拠は毛利（2015,ｐ55）を参照
8桜ヶ丘商店会連合会やせいせき観光まちづくり
会議により，「耳をすませば」にちなんだコン
サートや企画展示等のイベントが開催されてき

た取り組みの詳細は森田・鴨川・毛利（2014,
ｐ､111）を参照

－８９－
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の作成や「桜ぽるぼろん'0」の開発などがその一

例である．2015年には，改組により観光担当課長

が新設され，より一層の観光振興を目指す態勢が

強化された現在は，多摩センターや聖蹟桜ヶ丘

地区の活性化事業，フイルムコミッション事業，

観光情報発信事業等について取り組んでいる．

映画｢耳をすませば｣上映会は,コンテンッツー

リズムの実践的取り組みの一つとして位置づけら

れるが,ここでは「着地型観光'１」というキーワー

ドにも着目したい．着地型観光とは，これまでの

旅行商品の多くが観光客の出発地にある旅行代理

店によって企画される「発地型観光」であったの

に対し，観光地（目的地）が主導的に企画・運営

するタイプの観光であると定義される'2．新聞記

事での解説としては，「観光客の受け入れ先が地

元ならではのプログラムを企画し，参加者が現地

集合，現地解散する新しい観光の形態．主に都会

にある出発地の旅行会社が企画して参加者を目的

地へ連れて行く発地型観光と比べて，地域の振興

につながると期待されている」という説明もなさ

れている'3．

主な先行研究としては，着地型観光は地域再生

事業のモデルとなり地域側の事業者の主導的役割

の重要性を指摘した尾家・金井（2008)，豊富な

９「多摩市観光マップ」は，公募により集まった
市民スタッフの手により，「多摩ら・ぴ2010年２
月号多摩市特集」と合同で制作された．
１０｢桜ぽるぼろん」は，多摩市内産の桜の塩漬け
をトッピングした菓子で，多摩市内企業等懇談
会のプロジェクトの一つとして2012年７月に発

足した「多摩市の手みやげプロジェクト」の中
で開発され，多摩市の新しい手みやげとして市
内各所で販売されている．

１１「着地型観光」は，2003年12月に全国旅行業協

会が開催した国内観光活性化フォーラムでの
テーマとして取り上げられてから注目が高ま

り，現在に至っている．

12JTB総合研究所の観光用語集を参！《観光地域
づくりプラットフォーム推進機構も同様の考え
方を提示しつつ，ここから事業スキームへ発展
させられることを指摘している．
132014年８月28日付朝日新聞朝刊より．

経験と事例をもとに地域主導の新しいオルタナ

テイブな旅行の輪郭を描いた大社（2008)，その

特色として地域の生活空間も観光の吸引力となる

ことを指摘した戸所（2010)，新たな地域資源を

活用するツーリズムとしてその構造を明らかにし

て人材の開発や流通における変革および問題点を

整理した大津（2010）などが挙げられる．これら

の先行研究において概ね共通に示唆されているの

は，着地型観光はマスツーリズムのような大規模

な観光開発は必ずしも必要としないこと,旅先(到

着地）である「着地」の人や組織が，地域の資源

を活かした地元ならではの商品（サービス）づく

りの主体になるという点で観光形態が多様化する

流れの中に位置していること，地域の特性を生か

し，旅行者のニーズに即した観光を提供すること

が期待されること，また着地型観光への取り組

みを通じて，地域の価値が再確認されると共に，

地域のアイデンティティの強化やコミュニティの

活性化にも寄与することも期待されることなどが

挙げられる．実際に各地で取り組みが進められ，

成功事例も数多く報告されるようになっている．

よって，多摩市の観光振興を推進する上でも，

着地型観光に注目することは大いに意義のあるこ

とと考える．先述した｢多摩市観光マップ｣や｢桜

ぽるぼろん」も，市内の企業，大学，団体，市が

連携して取り組んだことによって実現したもので

あり，多摩市発の着地型観光の先鞭をつける具体

的成果であると言える．

映画「耳をすませば」上映会も同様に，コンテ

ンツツーリズムを題材とした着地型観光推進の事

例として位置づけることが可能である．様々な施

策の一つとして，これらの取り組みを進めること

により，地元から多摩の魅力を発信するノウハウ

の蓄積にもつながることが期待される．

Ⅲ上映会の実施概要

映画｢耳をすませば｣上映会は,多摩市が主催し，

せいせき観光まちづくり会議の協力を通して多く

の地元関係者が携わることで実現した．司会は多

摩中学校生徒会の生徒が務めることになった．２０

－９０－
















